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(57)【要約】
【課題】開口率を低下させることなく、連続する画像同
士の干渉を抑制することが可能な液晶表示装置およびそ
の駆動方法を提供する。
【解決手段】画素２０は、液晶素子ＬＣ、ＴＦＴ素子２
１Ａ，２１Ｂ、補助容量素子２２Ａおよび一時容量素子
２２Ｂを有し、補助容量素子２２Ａの他端には補助容量
線Ｃｓ１、一時容量素子２２Ｂの他端には一時容量線Ｃ
ｓ２がそれぞれ接続される。画像表示期間Ｔ１において
、一時容量素子２２Ｂに映像電圧Ｖ２ａを供給して一時
的に保持させた後、ブランキング期間Ｔｂにおいて、上
記映像電圧Ｖ２ａを補助容量素子２２Ａおよび液晶素子
ＬＣへ一括転送する。この際、補助容量線Ｃｓ１および
一時容量線Ｃｓ２を通じて、例えば補助容量素子Ｃｓ１
の他端に電位Ｖcom、一時容量素子２２Ｂの他端に所定
の電位Ｖcs（≠Ｖcom）をそれぞれ供給することができ
、これにより一時容量素子２２Ｂにおける電荷量が増大
する。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶素子と、
　第１および第２のＴＦＴ素子と、
　一端が前記液晶素子に接続された補助容量素子と、
　一端が、前記第２のＴＦＴ素子に接続されると共に前記第１のＴＦＴ素子を介して前記
補助容量素子に接続された一時容量素子と
　をそれぞれ有する複数の画素と、
　前記補助容量素子の他端に接続された補助容量線と、
　前記補助容量線とは異なる配線として前記一時容量素子の他端に接続された一時容量線
と
　を備えた液晶表示装置。
【請求項２】
　映像信号に基づいて前記複数の画素を駆動する駆動部を備え、
　前記駆動部は、
　前記複数の画素のそれぞれに対し、前記第２のＴＦＴ素子を導通させて前記映像信号に
対応する映像電圧を前記一時容量素子へ供給して一時的に保持させた後、
　前記補助容量線には第１の電位、前記一時容量線には前記第１の電位と異なる第２の電
位をそれぞれ供給しつつ、前記複数の画素において、前記第１のＴＦＴ素子を導通させて
前記一時容量素子に保持された映像電圧を前記補助容量素子および液晶素子へ一括して転
送することにより、前記複数の画素を一括駆動する
　請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記駆動部は、単位フレーム期間内において互いに異なる複数の画像が時分割で切り替
わって表示されるように前記複数の画素を駆動する
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　赤（Ｒ），緑（Ｇ）および青（Ｂ）の３原色の色光を個別に発光可能な光源部を備え、
　前記複数の画像が前記３原色に対応する３枚の原色画像であり、
　前記駆動部は、前記光源部からの色光の発光と、前記色光と同一色の原色画像の表示と
を互いに同期させて前記光源部および前記複数の画素をそれぞれ駆動する
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数の画像は、互いに視差を有する左眼用画像および右眼用画像である
　請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記第１の電位は前記液晶素子の他端と同電位である
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記第２の電位は、白階調および黒階調の中間調に対応する値に設定されている
　請求項２ないし請求項６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記第２の電位は、１画面毎に設定されるか、または１画面内の水平ラインもしくは垂
直ラインまたは画素毎に設定されている
　請求項２ないし請求項６のいずれか１項に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記駆動部は、ライン反転により極性を反転させて前記複数の画素を駆動する
　請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記一時容量線は、極性が互いに等しい水平ライン間もしくは垂直ライン間で共通化さ
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れている
　請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記第１のＴＦＴ素子にゲート線が接続されており、
　前記ゲート線は、極性が互いに等しい水平ライン間もしくは垂直ライン間で共通化され
ている
　請求項９に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記駆動部は、ドット反転により極性を反転させて前記複数の画素を駆動する
　請求項８に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　前記一時容量線は、極性が互いに等しい画素間で共通化されている
　請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記第１のＴＦＴ素子にゲート線が接続されており、
　前記ゲート線は、極性が互いに等しい画素間で共通化されている
　請求項１２に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記駆動部は、連続する画像表示期間同士の間のブランキング期間において、前記複数
の画素の一括駆動を行う
　請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　液晶素子と、一端が前記液晶素子に接続された補助容量素子と、一端が、第１のＴＦＴ
素子を介して前記補助容量素子の一端に接続されると共に第２のＴＦＴ素子に接続された
一時容量素子とをそれぞれ有する複数の画素に対し、
　各画素毎に、前記第２のＴＦＴ素子を導通させて映像信号に対応する映像電圧を前記一
時容量素子へ供給して一時的に保持させた後、
　前記補助容量素子の他端側には第１の電位、前記一時容量素子の他端側には前記第１の
電位と異なる第２の電位をそれぞれ供給しつつ、前記複数の画素において、前記第１のＴ
ＦＴ素子を導通させて前記一時容量素子に保持された映像電圧を前記補助容量素子および
液晶素子へ一括して転送することにより、前記複数の画素を一括駆動する
　液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばフィールドシーケンシャル方式の映像表示やシャッター眼鏡を用いた
３次元映像表示に好適な液晶表示装置およびその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、薄型テレビ、携帯端末装置のディスプレイとして、画素毎にＴＦＴ（Thin Film 
Transistor；薄膜トランジスタ）を設けたアクティブマトリクス型の液晶表示装置（ＬＣ
Ｄ：Liquid Crystal Display）が多く用いられている。このような液晶表示装置では、一
般に、画面上部から下部に向かって、各画素の補助容量素子および液晶素子に映像信号が
線順次に書き込まれることにより各画素が駆動される。
【０００３】
　ところで、液晶表示装置では、その用途に応じて、１フレーム期間を多分割し、分割し
た時間毎に異なる画像を表示させる駆動（以下、時分割駆動という）が行われている。こ
のような時分割駆動方式を用いた液晶表示装置としては、例えばフィールドシーケンシャ
ル方式を用いた液晶表示装置（例えば、特許文献１参照）や、いわゆるシャッター眼鏡を
用いた３Ｄ映像表示システム（例えば、特許文献２参照）等が挙げられる。
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【０００４】
　フィールドシーケンシャル方式は、１フレーム期間を３分割し、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の各色に対応した画像を順次書き込むと共に、各画像の書き込みに同期してバッ
クライトからＲ，Ｇ，Ｂの色光を発光させることによりカラー表示を行う駆動方式である
。液晶表示装置では、通常１つの画素を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）の複画素に空
間的に分割しているため光の利用効率が悪くなるが、このような駆動方式を採用すること
により、利用効率を向上させることができる。
【０００５】
　シャッター眼鏡を用いた３Ｄ映像表示システムでは、１フレーム期間を２分割し、左眼
用および右眼用の画像として互いに視差を有する２枚の画像を交互に表示させる。またこ
の各画像の表示に同期して左眼および右眼の開閉を切り替えるシャッター眼鏡を用いるも
のである。観察者がシャッター眼鏡をかけて表示映像を観察することにより、立体的な映
像として認識される。
【０００６】
　ところが、上記のような時分割駆動方式を用いた液晶表示装置では、１フレーム期間内
に各画像が画面の上部から下部へ向けて線順次で書き込まれるため、連続する画像同士の
間で混ざり込み（干渉）が生じてしまう。このため、フィールドシーケンシャル方式では
画面の上部と下部とにおいて色味が異なって見えたり、あるいは３Ｄ映像表示システムで
は画面の上部や下部において左右逆の画像を観察することになり、正常な３Ｄ映像として
認識されにくくなる。この点、フィールドシーケンシャル方式ではバックライトの点灯時
間、３Ｄ映像表示システムではシャッターの開時間をそれぞれ短くして、画面全体が同一
画像を表示している期間にのみ、バックライトを点灯あるいはシャッターを開とすれば、
上記干渉を抑制することも可能である。ところが、この手法では、バックライトの点灯時
間あるいはシャッターの開時間を短くした分だけ、輝度が低下してしまうため望ましくな
い。
【０００７】
　そこで、各画素において補助容量素子の他に、一時的に映像信号に対応する電圧（以下
、映像電圧という）を保持するための一時容量素子を設けた液晶表示装置が提案されてい
る（例えば、特許文献３）。この液晶表示装置は、一時容量素子に映像電圧を線順次で書
き込んでおき、この一時容量素子に保持された映像信号を補助容量素子へ一括して転送す
ることにより、補助容量素子への書き込みを全画面で一括して行うものである。この一括
書き込みにより、上述のような線順次駆動に起因する画像同士の干渉を防ぐことができる
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００１－３１８３６３号公報
【特許文献２】特開昭４８－３４６１０号公報
【特許文献３】特開昭６１－２８１６９２号公報
【特許文献４】特開平６－１１００３３号公報
【特許文献５】特開２００７－１５５９８３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　ここで、上記特許文献３の液晶表示装置では、一時容量素子に保持された映像電圧を補
助容量素子および液晶素子に転送する際、補助容量素子は１つ前の画像の映像信号に対応
する電圧が保持されていることが多い。このような場合、一時容量素子と補助容量素子と
の間で電荷分配され、補助容量素子および液晶素子へ所望の映像電圧が転送されないこと
がある。このため、一時容量素子を用いて一括書き込みを行う場合には、転送時の電荷分
配を見越して一時容量素子に保持される電荷量を増大させる必要が生じる。このためには
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、一時容量素子の容量を補助容量素子に比べて非常に大きく設定すればよいのだが、容量
素子の容量の大きさは、ほぼその面積に比例するため、容量を大きくするには容量素子の
面積を大きくしなければならない。容量素子は不透明であるため、容量素子の面積を大き
くした場合、液晶表示装置の開口率が低下するという問題がある。
【００１０】
　なお、特許文献４，５には、上記のような一時容量素子を用いた液晶表示装置において
、一括書き込みの直前に、補助容量素子に保持された電圧をリセットする手法や、補助容
量素子を２つ設け、これらを交互に切り替えて使用する手法が提案されている。しかしな
がら、いずれの手法においても、各画素内に配置するＴＦＴ素子や容量素子の数が増える
ため、上記と同様、開口率を低下させることとなる。
【００１１】
　本発明はかかる問題点に鑑みてなされたもので、その目的は、開口率を低下させること
なく、連続する画像同士の干渉を抑制することが可能な液晶表示装置およびその駆動方法
を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明の液晶表示装置は、液晶素子と、第１および第２のＴＦＴ素子と、液晶素子の補
助容量として一端が液晶素子に接続された補助容量素子と、一端が、第１のＴＦＴ素子を
介して補助容量素子の一端に接続されると共に第２のＴＦＴ素子に接続された一時容量素
子とをそれぞれ有する複数の画素と、補助容量素子の他端に接続された補助容量線と、補
助容量線とは異なる配線として一時容量素子の他端に接続された一時容量線とを備えたも
のである。
【００１３】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法は、液晶素子と、一端が液晶素子に接続された補助容
量素子と、一端が、第１のＴＦＴ素子を介して補助容量素子の一端に接続されると共に第
２のＴＦＴ素子に接続された一時容量素子とをそれぞれ有する複数の画素に対し、各画素
毎に、第２のＴＦＴ素子を導通させて映像信号に対応する映像電圧を一時容量素子へ供給
して一時的に保持させた後、補助容量素子の他端側には第１の電位、一時容量素子の他端
側には第１の電位と異なる第２の電位をそれぞれ供給しつつ、複数の画素において、第１
のＴＦＴ素子を導通させて一時容量素子に保持された映像電圧を補助容量素子および液晶
素子へ一括して転送することにより、複数の画素を垂直方向に沿って一括駆動するもので
ある。
【００１４】
　本発明の液晶表示装置では、各画素が補助容量素子としての補助容量素子に加えて一時
容量素子を有すると共に、この一時容量素子に接続された一時容量線が補助容量線とは異
なる配線として設けられている。これにより、一時容量素子に一時的に保持させた映像電
圧を補助容量素子および液晶素子へ一括して転送する場合に、補助容量線および一時容量
線を通じて補助容量素子および一時容量素子の各他端側に互いに異なる電圧を供給し易く
なる。
【００１５】
　本発明の液晶表示装置の駆動方法では、液晶素子と補助容量素子および一時容量素子と
をそれぞれ有する複数の画素に対し、映像電圧を一時容量素子へ供給して一時的に保持さ
せる。その後、一時容量素子に保持された映像電圧を補助容量素子および液晶素子へ一括
して転送する際に、補助容量素子および一時容量素子の各他端に互いに異なる第１および
第２の電位をそれぞれ供給する。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明の液晶表示装置および液晶表示装置の駆動方法によれば、補助容量素子に加えて
一時容量素子を有する画素に対し、一時容量素子に保持させた映像電圧を補助容量素子お
よび液晶素子へ一括転送して各画素を一括駆動する際に、補助容量素子および一時容量素
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子のそれぞれの他端に互いに異なる電位を供給することができる。一時容量素子を用いた
一括駆動により、各画素の液晶素子に対し垂直方向に沿って一括して映像信号の書き込み
を行うことができ、画面を一括して切り替えることができる。ところが、この一方で、転
送時において、補助容量素子および一時容量素子間で電荷が分配されてしまい、液晶素子
に所望の映像電圧を供給しにくい。これを抑制するためには、一時容量素子に保持される
電荷量を増やす必要がある。電荷量を増やすためには、一時容量素子の容量を補助容量素
子に比べて大きく、即ち一時容量素子の面積を大きくすればよいが、これは開口率の低下
を招く。そこで、上記のように補助容量素子および一時容量素子の各他端に互いに異なる
電位を供給すれば、一時容量素子を大面積化することなく、一時容量素子における電荷量
を増やすことができ、液晶素子へ所望の映像電圧を供給し易くなる。よって、開口率を低
下させることなく、連続する画像同士の干渉を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置の全体構成を表すブロック図である。
【図２】図１に示したバックライト部の平面構成を表す模式図である。
【図３】図１に示した液晶表示パネル内の画素の回路図である。
【図４】図１に示した液晶表示装置において、各種ドライバと、ゲート線、データ線およ
び容量線の接続構成を表す図である。
【図５】比較例１に係るフィールドシーケンシャル方式による駆動方法について説明する
ためのタイミング図である。
【図６】比較例２に係るフィールドシーケンシャル方式による駆動方法について説明する
ためのタイミング図である。
【図７】図１に示した液晶表示装置の画面一括駆動動作について説明するためのタイミン
グ図である。
【図８】フィールドシーケンシャル方式において画面一括駆動を行った場合のタイミング
図である。
【図９】比較例３に係る液晶表示装置における画素の回路図である。
【図１０】比較例３に係る画面一括駆動動作について説明するためのタイミング図である
。
【図１１】一時容量素子にデータ線を通じて供給する映像電圧の算出方法を説明するため
の図である。
【図１２】一時容量素子にデータ線を通じて供給する映像電圧の算出方法を説明するため
の図である。
【図１３】変形例１に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線お
よび容量線の接続構成を表すものである。
【図１４】変形例１における画面一括駆動動作を説明するためのタイミング図である。
【図１５】変形例２に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線お
よび容量線の接続構成を表すものである。
【図１６】変形例２における画面一括駆動動作を説明するためのタイミング図である。
【図１７】変形例３に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線お
よび容量線の接続構成を表すものである。
【図１８】変形例４に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線お
よび容量線の接続構成を表すものである。
【図１９】変形例５に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線お
よび容量線の接続構成を表すものである。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照して詳細に説明する。なお、説明は以
下の順序で行う。
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　１．実施の形態：フィールドシーケンシャル方式を用いた液晶表示装置の例（フィール
ド反転）
　２．変形例１：水平ライン反転（一時容量線Ｃｓ２の共通化）の例
　３．変形例２：水平ライン反転（ゲート線Ｇ１の共通化）の例
　４．変形例３：ドット反転（一時容量線Ｃｓ２の共通化）の例
　５．変形例４：ドット反転（ゲート線Ｇ１の共通化）の例
　６．変形例５：垂直ライン反転（一時容量線Ｃｓ２の共通化）の例
【００１９】
＜実施の形態＞
［液晶表示装置１の全体構成］
　図１は、本発明の一実施の形態に係る液晶表示装置（液晶表示装置１）の全体構成を表
すものである。液晶表示装置１は、いわゆるフィールドシーケンシャル方式の映像表示を
行う表示装置である。この液晶表示パネル２、バックライト部３、画像処理部４１、デー
タドライバ５１、ゲートドライバ５２、Ｃｓラインドライバ５３、タイミング制御部６１
およびバックライト駆動部６２を備えている。
【００２０】
　バックライト部３は、液晶表示パネル２に対して光を照射する光源であり、例えばＬＥ
Ｄ（Light Emitting Diode：発光ダイオード）等を含んでいる。バックライト部３は、例
えば図２に示したように、赤色光源３Ｒ、緑色光源３Ｇおよび青色光源３Ｂが配列したも
のであり、３原色の光（赤色光、緑色光および青色光）を個別に発光可能となっている。
【００２１】
　液晶表示パネル２は、ゲートドライバ５２、データドライバ５１およびＣｓラインドラ
イバ５３からそれぞれ供給される駆動信号に基づいてバックライト部３から発せられる光
を変調することにより、映像信号Ｄinに基づく映像表示を行うものである。この液晶表示
パネル２は、全体としてマトリクス状に並んで配置された複数の画素２０を含んでいる。
【００２２】
　画像処理部４１は、外部からの映像信号Ｄinに対して所定の画像処理を施すことにより
、ＲＧＢ信号である映像信号Ｄ１を生成するものである。
【００２３】
　ゲートドライバ５２は、タイミング制御部６１によるタイミング制御に従って、液晶表
示パネル２内の各画素２０を駆動するものである。
【００２４】
　データドライバ５１は、液晶表示パネル２の各画素２０へそれぞれ、タイミング制御部
６１から供給される映像信号Ｄ１に基づく映像信号を各画素２０へ供給するものである。
具体的には、このデータドライバ５１は、映像信号Ｄ１に対してＤ／Ａ変換を施すことに
より、アナログ信号である映像信号を生成し、各画素２０へ出力するようになっている。
この映像信号Ｄ１は、赤色用データＤ１Ｒと、緑色用データＤ１Ｇと、青色用データＤ１
Ｂとから構成されている。また、データドライバ５１は、この映像信号Ｄ１に基づいて、
一時容量素子２２Ｂへ供給する映像電圧（電位差Ｖ２ａ）に対応する映像信号を生成する
（詳細は後述）ようになっている。
【００２５】
　Ｃｓラインドライバ５３は、タイミング制御部６１によるタイミング制御に従って、補
助容量線Ｃｓ１または一時容量線Ｃｓ２を通じて各画素２０内の補助容量素子２２Ａまた
は一時容量素子２２Ｂ（いずれも後述）の他端へ所定の電位を供給するものである。但し
、本実施の形態では、一時容量線Ｃｓ２を通じて、所定のタイミングにおいて一時容量素
子２２Ｂの他端へ電位供給を行う駆動がなされるようになっている。
【００２６】
　バックライト駆動部６２は、バックライト部３の点灯動作（発光動作）を制御するもの
である。タイミング制御部６１は、ゲートドライバ５２、データドライバ５１、Ｃｓライ
ンドライバ５３およびバックライト駆動部６２の駆動タイミングを制御すると共に、映像



(8) JP 2010-256420 A 2010.11.11

10

20

30

40

50

信号Ｄ１をデータドライバ５１へ供給するものである。
【００２７】
［画素２０の詳細構成］
　次に、図３および図４を参照して、各画素２０の詳細構成について詳細に説明する。図
３は、各画素２０内の回路構成を表したものである。図４は、ゲートドライバ５２、デー
タドライバ５１およびＣｓラインドライバ５３と、ゲート線Ｇ１，Ｇ２と、データ線Ｄと
、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線Ｃｓ２との構成を表す図である。
【００２８】
　画素２０は、液晶素子ＬＣ、ＴＦＴ（Thin Film Transistor：薄膜トランジスタ）素子
２１Ａ，２１Ｂ、補助容量素子２２Ａおよび一時容量素子２２Ｂを有している。この画素
２０は、ゲートドライバ５２から選択信号が供給されるゲート線Ｇ１，Ｇ２と、データド
ライバ５１から映像信号が供給されるデータ線Ｄとに接続されている。本実施の形態では
、図４に示したように、ゲート線Ｇ１は液晶表示パネル２内の全画素２０間で共通の配線
となっており、ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられている。但し、Ｇ２（１）～Ｇ２
（ｎ）は、１番目からｎ番目までのゲート線Ｇ２を表す。また、各画素２０は、補助容量
線Ｃｓ１および一時容量線Ｃｓ２に接続されるが、本実施の形態では、一時容量線Ｃｓ２
に沿ってＣｓラインドライバ５３から所定の電位（後述の電位Ｖcs）が所定のタイミング
で供給されるようになっている。この一時容量線Ｃｓ２は全画素２０間で共通の配線とな
っている。
【００２９】
　液晶素子ＬＣは、駆動電圧（映像電圧）に応じて、そこを通過する光を変調することに
より表示光として出射させる動作を行うものである。この液晶素子ＬＣは、例えば画素電
極と対向電極との間に、例えばＶＡ（Vertical Alignment）モードやＴＮ（Twisted Nema
tic）モードの液晶により構成された液晶層（いずれも図示せず）を封止してなるもので
ある。液晶素子ＬＣは、その画素電極（一端）がＴＦＴ素子２１Ａのドレインに接続され
、対向電極（他端）が接地あるいは所定の電位（Ｖcom）となっている。
【００３０】
　ＴＦＴ素子２１Ａは、例えばＭＯＳ－ＦＥＴ（Metal Oxide Semiconductor－Field Eff
ect Transistor）よりなり、一時容量素子２２Ｂの一端と補助容量素子２２Ａの一端との
間を導通させるためのスイッチング素子である。ＴＦＴ素子２１Ａは、そのゲートがゲー
ト線Ｇ１に接続されると共に、ソースは一時容量素子２２Ｂの一端、ドレインは補助容量
素子２２Ａおよび液晶素子ＬＣの各一端にそれぞれ接続されている。
【００３１】
　ＴＦＴ素子２１Ｂは、例えばＭＯＳ－ＦＥＴよりなり、一時容量素子２２Ｂの一端とデ
ータ線Ｄとを導通させるためのスイッチング素子である。ＴＦＴ素子２１Ｂは、そのゲー
トがゲート線Ｇ２に接続されると共に、ソースはデータ線Ｄ、ドレインは一時容量素子２
２Ｂの一端に接続されている。
【００３２】
　補助容量素子２２Ａは、液晶素子ＬＣの補助容量として、液晶素子ＬＣに蓄積電荷を安
定して保持させるための容量素子である。この補助容量素子２２Ａでは、その一端が上記
のようにＴＦＴ素子２１Ａのドレインに接続されており、他端は補助容量線Ｃｓ１に接続
されている。
【００３３】
　一時容量素子２２Ｂは、液晶素子ＬＣに映像信号Ｄ１を書き込む前に、映像信号Ｄ１に
対応する映像電圧（後述の電位差Ｖ２ａ）を一時的に保持させるための容量素子である。
この一時容量素子２２Ｂは、その一端が上記のようにＴＦＴ素子２１ＡのソースおよびＴ
ＦＴ素子２１Ｂのドレインに接続されており、他端は一時容量線Ｃｓ２に接続されている
。
【００３４】
　即ち、補助容量線Ｃｓ１と一時容量線Ｃｓ２とが互いに異なる配線として設けられてお
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り、これにより補助容量素子Ｃｓ１の他端および一時容量線Ｃｓ２の他端にそれぞれ互い
に異なる電位を供給可能となっている。本実施の形態では、詳細は後述するが、Ｃｓライ
ンドライバ５３により、ブランキング期間内に一時容量素子２２Ｂの他端にＶcomと異な
る電位が与えられるようになっている。但し、ブランキング期間とは、連続する画像表示
期間同士の間の期間（画像を表示していない期間）をいうものとする。一方、ブランキン
グ期間以外、即ち画像表示期間は、補助容量素子２２Ａおよび一時容量素子２２Ｂの各他
端はいずれも、液晶素子ＬＣの対向電極と同電位（例えばＶcom）となっている。
【００３５】
［液晶表示装置１の動作］
（フィールドシーケンシャル方式による基本動作）
　まず、液晶表示装置１の基本動作について、比較例と比較しつつ説明する。液晶表示装
置１では、図１に示したように、外部から供給された映像信号Ｄinが画像処理部４１によ
り画像処理され、各画素２０用の映像信号Ｄ１が生成される。そしてこの映像信号Ｄ１は
、タイミング制御部６１を介してデータドライバ５１へ供給される。このうち、データド
ライバ５１では、映像信号Ｄ１に基づいて、一時容量素子２２Ｂへ供給する映像電圧（電
位差Ｖ２ａ）に対応する映像信号を生成する（詳細は後述）。ゲートドライバ５２、デー
タドライバ５１およびＣｓラインドライバ５３から各画素２０へそれぞれ駆動信号が出力
され、画素２０毎に表示駆動動作がなされる。また、バックライト駆動部６２からはバッ
クライト部３へ駆動信号が出力され、点灯動作がなされる。
【００３６】
　このとき、１フレーム期間（１６．６７ms）を３分割した各期間（５．５６ms）に、Ｒ
，Ｇ，Ｂの３原色の画像をそれぞれ順次表示させるように、バックライト部３の各色光源
と液晶表示パネル２内の各画素２０とをそれぞれ時分割駆動する。この際、液晶表示パネ
ルでは、色毎の映像信号に基づいて各画素２０への書き込みがなされるが、この各色の画
像書き込みと、バックライト部３における各色光源の点灯とを同期させるようにする。こ
れにより、バックライト部３から順次発せられる各色光が、液晶表示パネル２の各画素２
０において、対応する色の映像信号に基づいてそれぞれ変調され、Ｒ，Ｇ，Ｂのフルカラ
ー表示がなされる。このようなフィールドシーケンシャル方式を採用することにより、１
つの画素をＲ，Ｇ，Ｂの複画素に空間的に分割する場合に比べ、光利用効率を向上させる
ことができる。
【００３７】
（比較例１，２）
　ここで、図５および図６を参照して比較例１，２に係るフィールドシーケンシャル方式
の駆動方法について説明する。図５（Ａ），（Ｂ）は、比較例１に係る液晶表示装置にお
いて、液晶表示パネルにおける各画像の書き込みと、バックライト部における各光源の点
灯についてのタイミング図である。図６（Ａ），（Ｂ）は、比較例２に係る液晶表示装置
において、液晶表示パネルにおける各画像の書き込みと、バックライト部における各光源
の点灯についてのタイミング図である。
【００３８】
　比較例１では、上記のように１フレーム期間を３分割した各期間に、Ｒ，Ｇ，Ｂの各画
像をそれぞれ順次表示させるが、液晶表示パネルでは、色毎の映像信号に基づいて、画面
上部から下部にかけて線順次で書き込みを行う。このため、比較例１では、連続する画像
同士の間で混ざり込み（干渉）が生じてしまう（図５（Ａ）中のＡ）。このため、画面の
上部と下部とにおいて色味が異なって映り、不自然となってしまう。
【００３９】
　一方、比較例２では、図６（Ｂ）に示したように、各色光源の点灯時間を短くして、画
面全体が同一画像を表示している期間にのみ、各光源を点灯するようなタイミングでバッ
クライト部を駆動する。このように点灯時間自体を短くすれば、光源の発光色と同一色の
画像が表示される期間にのみ、各光源を点灯することになるため、上記比較例１のような
画像間の干渉による影響をなくすことが可能である。ところが、この比較例２の手法では
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、各色光源の点灯時間を短くした分だけ、輝度が低下してしまうため望ましくない。
【００４０】
（画面一括駆動動作）
　そこで、本実施の形態では、上記のような輝度低下を招くことなく線順次駆動による画
像干渉を抑制するため、画素２０内に、一時容量素子２２Ｂを設け、この一時容量素子２
２Ｂを用いて画面一括駆動を行う。以下、この画面一括駆動動作について、図３，図７お
よび図８を参照して詳細に説明する。図７は、液晶表示装置１における画面一括駆動動作
を説明するためのタイミング図である。図８は、フィールドシーケンシャル方式において
画面一括駆動を行った場合のタイミング図である。
【００４１】
　まず、ある画像表示期間Ｔ１（例えば、Ｒ画像表示期間）中に、各画素２０に対し、ゲ
ートドライバ５２からゲート線Ｇ２を介して線順次で選択信号を供給する（図７（Ｄ）～
（Ｆ）のＧ２（１）～Ｇ２（ｎ））。これらの選択信号に基づいて、各画素２０において
ＴＦＴ素子２１Ｂをオン状態として、データ線Ｄおよび一時容量素子２２Ｂ間を導通させ
る。この結果、データドライバ５１からデータ線Ｄを介して供給される映像信号（次の画
像表示期間Ｔ２の表示対象となる映像信号）に対応する映像電圧（図７（Ｃ））が、一時
容量素子２２Ｂに線順次に供給される。これにより、画面全体の画素２０における各一時
容量素子２２Ｂに映像電圧が一時的に保持された状態となる。但し、この画像表示期間Ｔ
１では、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線Ｃｓ２を通じて、補助容量素子２２Ａおよび
一時容量素子２２Ｂの各他端にはそれぞれ液晶素子ＬＣと同じ電位（Ｖcom）を供給する
（図７（Ａ），（Ｂ））。
【００４２】
　続いて、ブランキング期間Ｔｂにおいて、各画素２０に対し、ゲートドライバ５２から
ゲート線Ｇ１を介して選択信号を供給する（図７（Ｇ））。このとき、ゲート線Ｇ１は、
全画素２０間において共通であるため、各画素２０内のＴＦＴ素子２１Ａを全画面一括し
てオン状態とし、一時容量素子２２Ｂおよび補助容量素子２２Ａ（液晶素子ＬＣ）間を導
通させることができる。これにより、一時容量素子２２Ｂに一時的に保持されていた映像
電圧が、全画素２０においてそれぞれ、補助容量素子２２Ａおよび液晶素子ＬＣに一括し
て転送される。
【００４３】
　この結果、全画素２０に対して映像電圧の一括書き込み、即ち画面一括駆動がなされ、
次の画像（例えばＧ画像）が表示される。同様に、画像表示期間Ｔ２（例えば、Ｇ画像表
示期間）において、更にその次の画像（例えばＢ画像）に対応する映像電圧（図７（Ｃ）
）を一時容量素子２２Ｂに一時的に保持させた後、補助容量素子２２Ａおよび液晶素子Ｌ
Ｃに転送して、画面一括駆動を行う。尚、ここでは、画像表示期間Ｔ１，Ｔ２間において
逆極性の映像電圧を供給する、いわゆるフィールド反転による極性反転駆動を行っている
。このような画面一括駆動により、図８（Ａ），（Ｂ）に示したように、ブランキング期
間Ｔｂにおいて連続する画像同士を全画面同時に切り替え、上述したような線順次駆動に
起因する画像同士の干渉を抑制することが可能となる。
【００４４】
（比較例３）
　ここで、図９および図１０を参照して比較例３に係る画面一括駆動動作について説明す
る。図９は、比較例３の液晶表示装置における画素の回路図である。図１０は、比較例３
における画面一括駆動動作について説明するためのタイミング図である。
【００４５】
　図９に示したように、比較例３の液晶表示装置では、各画素が、液晶素子ＬＣ、ＴＦＴ
素子１０３Ａ，１０３Ｂ、補助容量素子１０４Ａおよび一時容量素子１０４Ｂを有すると
共に、ゲート線Ｇ１，Ｇ２およびデータ線Ｄに接続されている。また、ゲート線Ｇ１は全
画素間で共通の配線となっており、ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられている。補助
容量素子１０４Ａの一端には、液晶素子ＬＣが接続されると共に、ＴＦＴ素子１０３Ａを
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介して一時容量素子１０４Ｂに接続されている。一時容量素子１０４Ｂは、ＴＦＴ素子１
０３Ｂを介してデータ線Ｄに接続されている。
【００４６】
　但し、比較例３では、補助容量素子１０４Ａの他端および一時容量素子１０４Ｂの他端
には、互いに共通の容量線Ｃｓが接続されている。即ち、比較例３では、補助容量素子１
０４Ａの他端および一時容量素子１０４Ｂの他端は、容量線Ｃｓを通じて常に同一の電位
（例えばＶcom）となっている（図１０（Ａ））。
【００４７】
　この比較例３の回路構成では、上述のような画面一括駆動により、画像同士の干渉を抑
制できるものの、映像電圧を一時容量素子１０４Ｂに保持させた後、補助容量素子１０４
Ａおよび液晶素子ＬＣに転送する際、次のような弊害を生じる。即ち、補助容量素子１０
４Ａには、現に表示中の画像に対応する映像電圧が保持されており、この状態で一時容量
素子１０４Ｂと補助容量素子１０４Ａとの間を導通すると、これらの間で電荷が分配され
てしまう。このため、最終的に液晶素子ＬＣに所望の映像電圧を供給することが困難とな
る。
【００４８】
　このような弊害をなくすためには、転送時の電荷分配を見越して一時容量素子１０４Ｂ
に保持される電荷量を増やす必要がある。電荷量を増やすためには、一時容量素子１０４
Ｂの容量を補助容量素子１０４Ａに比べて非常に大きく設定すればよいのだが、容量素子
の容量の大きさは、ほぼその面積に比例するため、容量を大きくするには容量素子の面積
を大きくしなければならない。容量素子は不透明であるため、容量素子の面積を大きくし
た場合、装置全体の開口率が低下してしまう。このため、電荷量を増やすために、データ
線Ｄを通じて供給する映像電圧の振幅を大きく（図１０（Ｂ）中のＢ１００）せざるを得
ない。但し、非常に高速で大きな振幅の電圧を供給することになるため、耐性の観点から
望ましい手法とは言えない。
【００４９】
　これに対し、本実施の形態では、図３，４に示したように、補助容量線Ｃｓ１と一時容
量線Ｃｓ２とが互いに異なる配線として設けられており、これにより補助容量素子２２Ａ
の他端および一時容量素子２２Ｂの他端に対し、それぞれ互いに異なる電位を供給可能で
ある。上述のように、画像表示期間Ｔ１，Ｔ２中は、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線
Ｃｓ２共に同じ電位Ｖcomとするが、本実施の形態ではブランキング期間Ｔｂにおける転
送時において、例えば次のような駆動を行う。即ち、転送時に、液晶表示パネル２におい
て、ゲートドライバ５２によるゲート線Ｇ１への選択信号の供給と同期させて、Ｃｓライ
ンドライバ５３は一時容量線Ｃｓ２を介して一時容量素子２２Ｂの他端に所定の電位（Ｖ
cs）を供給する。本実施の形態では、電位Ｖcsとして、１画面内の全ての画素２０間で互
いに同一の電位を供給する。
【００５０】
　この電位Ｖcsは、表示中の画像（現画像）および次に表示対象となる画像（次画像）に
おける各映像信号の極性に応じて設定する。例えば、本実施の形態では、画像毎に映像信
号の極性を反転するフィールド反転駆動を行っているので、具体的には次のように設定す
る。即ち、現画像の極性が－（マイナス）で次画像の極性が＋（プラス）である場合には
、－から＋への電位変動を助勢するように、電位ＶcsをＶcomよりも高いレベルに設定す
る。逆に、現画像の極性が＋で次画像の極性が－である場合には、＋から－への電位変動
を助勢するように、電位ＶcsをＶcomよりも低いレベルに設定する。
【００５１】
　例えば、画像表示期間Ｔ１では、上述したように、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線
Ｃｓ２を電位Ｖcomに保ったまま、一時容量素子２２Ｂの一端へデータ線Ｄを介して映像
電圧（Ｖ２ａ）を線順次で供給する（図７（Ａ）～（Ｇ））。そして、画像表示期間Ｔ１
後のブランキング期間Ｔｂでは、補助容量線Ｃｓ１に電位Ｖcom、一時容量線Ｃｓ２には
、電位Ｖcsとして電位Ｖcomよりも高い電位をそれぞれ供給しつつ、画面全体で上記一括
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転送を行う（図７（Ａ），（Ｂ），（Ｇ））。同様に、画像表示期間Ｔ２後のブランキン
グ期間Ｔｂでは、補助容量線Ｃｓ１に電位Ｖcom、一時容量線Ｃｓ２には電位Ｖcsとして
電位Ｖcomよりも低い電位をそれぞれ供給しつつ、一括転送を行う。
【００５２】
　但し、一画面内では画素２０毎に、その映像信号レベルが互いに異なるため、この電位
ＶcsのＶcomに対する電位差は、白階調と黒階調との中間調に対応するレベルに設定する
ことが望ましい。中間調とすることにより、どの階調の映像信号にも対応し易くなる。
【００５３】
　ここで、各画素２０において、データ線Ｄを介して一時容量素子２２Ｂの一端に供給す
る映像電圧（Ｖ２ａ）としては、例えば次の式（１）に基づいて算出したものを用いるよ
うにする。但し、液晶素子ＬＣの対向電極の電位をＶcom、液晶素子ＬＣおよび補助容量
素子２２Ａの合成容量をＣ１、一時容量素子２２Ｂの容量をＣ２とする。また、画像表示
期間Ｔ１において、液晶素子ＬＣにおける画素電極のＶcomに対する電位差（Ｐ１，Ｐ２
間の電位差）をＶ１ａとする（図１１）。この電位差Ｖ１ａは、現画像の映像信号に対応
する映像電圧に相当する。映像電圧Ｖ２ａは、次画像の映像信号に対応するものであり、
一時容量素子２２Ｂの一端に供給する電位のＶcomに対する電位差（Ｐ３，Ｐ４間の電位
差）に相当する。一方、ブランキング期間Ｔｂ（転送時）において、液晶素子ＬＣにおけ
る画素電極のＶcomに対する電位差（Ｐ１，Ｐ２間の電位差）をＶ１ｂ、一時容量素子２
２Ｂの一端のＶcsに対する電位差（Ｐ３，Ｐ４間の電位差）をＶ２ｂとする（図１２）。
　Ｖ２ａ＝[(Ｃ１＋Ｃ２)／Ｃ２]・Ｖ１ｂ－[Ｃ１／Ｃ２]・Ｖ１ａ－[Ｖcs－Ｖcom]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………（１）
【００５４】
　式（１）は、次のようにして導出される。即ち、一時容量素子２２Ｂと保持容量素子２
２Ａおよび液晶素子ＬＣとの電荷保存の法則から、
　Ｃ１・Ｖ１ａ＋Ｃ２・Ｖ２ａ＝Ｃ１・Ｖ１ｂ＋Ｃ２・Ｖ２ｂ　　………（２）
となり、Ｖ２ｂは、
　Ｖ２ｂ＝Ｖ１ｂ－（Ｖcs－Ｖcom）　　………（３）
と表されることから、
　式（２）に式（３）を代入することにより式（１）を得る。
【００５５】
　このようにして導出された式（１）に基づいて、液晶素子ＬＣの電位差Ｖ１ｂ（次画像
の映像電圧）が所望の値となるように、電位差Ｖ２ａを換算すればよい。データドライバ
５１は、映像信号Ｄ１に基づいて、この電位差Ｖ２ａに対応する映像信号を生成する。
【００５６】
　以上のように本実施の形態では、補助容量線Ｃｓ１とは異なる配線として、一時容量線
Ｃｓ２を設け、一時容量素子２２Ｂに映像電圧を一時的に保持させた後、補助容量素子２
２Ａおよび液晶素子ＬＣに一括転送したので、画面全体を一括して駆動することができる
。これにより、連続する画像同士の干渉を抑制することができる。この一方で、一括転送
時には、補助容量素子２２Ａおよび一時容量素子２２Ｂ間で電荷が分配され、最終的に液
晶素子ＬＣに所望の映像電圧が供給されないことがある。これを抑制するためには、一時
容量素子２２Ｂに保持される電荷量を増やす必要がある。電荷量を増やすためには、一時
容量素子２２Ｂの容量を補助容量素子２２Ａに比べて大きく、即ち一時容量素子２２Ｂの
面積を大きくすればよいが、これは開口率の低下を招く。そこで、転送時において、一時
容量素子２２Ｂの他端に補助的に電位Ｖcsを供給すれば、一時容量素子２２Ｂを大面積化
することなく、一時容量素子２２Ｂにおける電荷量を増やし、液晶素子ＬＣへ所望の映像
電圧（電位差Ｖ１ｂ）を供給することができる。よって、開口率を低下させることなく、
連続する画像同士の干渉を抑制することが可能となる。
【００５７】
また、一時容量線Ｃｓ２を介して一時容量素子２２Ｂの他端に電位Ｖcsを供給することに
より、データ線Ｄを通じて一時容量素子２２Ｂの一端に供給する映像電圧Ｖ２ａを小さく
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設定することが可能である。これにより、各画素２０に対して大きな映像電圧Ｖ２ａを供
給せずに、所望の映像電圧を液晶素子ＬＣに供給し易くなる。
【００５８】
　更に、上記のような画像同士の干渉は、フィールドシーケンシャル方式のような時分割
駆動方式の液晶表示装置において、特に有用である。上述したように、フィールドシーケ
ンシャル方式では、１フレーム期間を３分割して、Ｒ，Ｇ，Ｂの３枚の原色画像を順次表
示させるため、連続する画像同士の間で線順次駆動に起因する干渉が生じると、画面の上
部や下部において色味が異なって見える。通常の駆動方式（１フレーム期間に１枚の画像
を表示する方式）に比べ、観察者が違和感を覚え易いため、本実施の形態によるメリット
は大きなものとなる。
【００５９】
　加えて、本実施の形態では、画像表示を行っていないブランキング期間Ｔｂを有効に利
用することが可能である。これは、次のような理由による。例えば、比較例１，２の液晶
表示装置では、線順次に画像表示が行われるためブランキング期間が非常に短くなり、ま
た液晶の応答速度が遅いため、液晶の応答時間がブランキング期間よりも長くなってしま
う。このため、線順次駆動では、実質的にブランキング期間を活用することは困難である
。これに対し、本実施の形態では、上述したような画面一括駆動により、画面全体におけ
る液晶素子ＬＣへの書き込みを一度に行うため、書き込み時間を短縮化することができる
。よって、ブランキング期間Ｔｂを利用して液晶素子ＬＣへの書き込みを行うことが可能
となる。
【００６０】
　なお、上記第１の実施の形態では、時分割駆動方式の一例としてフィールドシーケンシ
ャル方式を例に挙げて説明したが、これに限定されず、シャッター眼鏡を用いた３Ｄ映像
表示システムにも適用可能である。この３Ｄ映像表示システムは、一般に１フレーム期間
を２分割し、左眼用および右眼用の画像として互いに視差を有する２枚の画像を交互に表
示させるものである。観察者が、各画像の表示に同期して左眼および右眼の開閉を切り替
えるシャッター眼鏡を用いて表示された画像を観察することにより、立体的な映像として
認識することができる。このような３Ｄ映像表示システムにおいて、連続する画像同士の
間で干渉が生じると、画面の上部や下部において左右逆の画像を観察することになり、正
常な３Ｄ映像として認識されにくくなる。この点、シャッターの開時間を短くして、画面
全体が同一画像を表示している期間にのみ、シャッターを開とすれば、上記干渉の影響を
なくすことも可能であるが、この手法では、シャッターの開時間を短くした分だけ、輝度
が低下してしまう。よって、上記フィールドシーケンシャル方式と同様、シャッター眼鏡
を用いた３Ｄ映像表示システムに適用した場合においても、上記第１の実施の形態と同等
の効果を得ることができる。
【００６１】
　次に、上記実施の形態の変形例（変形例１～５）について説明する。以下では、上記実
施の形態における構成要素と同一のものには同一の符号を付し、適宜説明を省略する。
【００６２】
＜変形例１＞
　図１３は、変形例１に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線
および容量線の接続構成を表すものである。図１４は、変形例１における画面一括駆動動
作を説明するためのタイミング図である。
【００６３】
　変形例１の液晶表示装置では、液晶表示パネル２において、各画素２０が、上記実施の
形態と同様、ゲート線Ｇ１，Ｇ２、データ線Ｄ、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線（Ｃ
ｓ２Ａ，Ｃｓ２Ｂ）に接続されている。ゲート線Ｇ１は全画素２０間で共通の配線となっ
ており、ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられている。但し、本変形例では、水平ライ
ンのうち偶数ラインの画素２０には、偶数ライン間で共通化された一時容量線Ｃｓ２Ａが
接続され、奇数ラインの画素２０には、奇数ライン間で共通化された一時容量線Ｃｓ２Ｂ
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が接続されている。これらの一時容量線Ｃｓ２Ａ，Ｃｓ２Ｂは、Ｃｓラインドライバ５３
からそれぞれ供給される駆動信号に応じて、互いに異なる電位を供給可能である。
【００６４】
　このような構成により、本変形例では、隣り合う水平ライン毎に極性を反転させる、い
わゆるライン反転駆動を行う。即ち、上記実施の形態と同様にして、画像表示期間Ｔ１に
おいて、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線Ｃｓ２Ａ，Ｃｓ２Ｂを電位Ｖcomに保ったま
ま、一時容量素子２２Ｂへデータ線Ｄを介して映像電圧Ｖ２ａを線順次で供給する（図１
４（Ａ）～（Ｇ））。
【００６５】
　但し、本変形例では、データ線Ｄを介して供給する映像電圧Ｖ２ａはそれぞれ、その極
性が１水平ライン毎に反転されている。また、画像表示期間Ｔ１の後のブランキング期間
Ｔｂでは、画素２０毎に一時容量素子２２Ｂに保持された映像電圧Ｖ２ａをそれぞれ、補
助容量素子２２Ａおよび液晶素子ＬＣに全画面一括して転送する（図１４（Ｈ））。転送
時には、各水平ラインの極性に対応するように、一時容量線Ｃｓ２Ａ，Ｃｓ２Ｂにそれぞ
れ互いに異なる電位を供給する。
【００６６】
　本変形例のように、一画面内において水平ライン毎に極性を反転させるライン反転駆動
を用いてもよく、このような場合であっても、上記実施の形態と同等の効果を得ることが
できる。
【００６７】
＜変形例２＞
　図１５は、変形例２に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線
および容量線の接続構成を表すものである。図１６は、変形例２における画面一括駆動動
作を説明するためのタイミング図である。
【００６８】
　変形例２の液晶表示装置では、液晶表示パネル２において、各画素２０が、上記実施の
形態と同様、ゲート線（Ｇ１Ａ，Ｇ１Ｂ，Ｇ２）、データ線Ｄ、補助容量線Ｃｓ１および
一時容量線Ｃｓ２に接続されている。ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられ、一時容量
線Ｃｓ２は、全画素２０に共通の配線となっている。但し、本変形例では、水平ラインの
うち奇数ラインの画素２０には、奇数ライン間で共通のゲート線Ｇ１Ａが接続され、偶数
ラインの画素２０には、偶数ライン間で共通のゲート線Ｇ１Ｂが接続されている。
【００６９】
　このような構成により、本変形例では、隣り合う水平ライン毎に極性を反転させる、い
わゆるライン反転駆動を行う。即ち、上記実施の形態と同様にして、画像表示期間Ｔ１に
おいて、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線Ｃｓ２を電位Ｖcomに保ったまま、一時容量
素子２２Ｂへデータ線Ｄを介して映像電圧Ｖ２ａを線順次で供給する（図１６（Ａ）～（
Ｇ））。また、上記変形例１と同様、データ線Ｄを介して供給する映像電圧Ｖ２ａはそれ
ぞれ、その極性が１水平ライン毎に反転されている。
【００７０】
　但し、本変形例では、画像表示期間Ｔ１後のブランキング期間Ｔｂにおいて、まず偶数
ラインの画素２０において一括転送した後、奇数ラインの画素２０において一括転送する
（図１６（Ｈ））。すなわち、ブランキング期間Ｔｂにおいて、偶数ラインおよび奇数ラ
イン毎に時分割で一括駆動を行う。この際、一時容量線Ｃｓ２には、ゲート線Ｇ１Ａの駆
動タイミングに同期させて、奇数ラインの極性に対応した電位を供給した後、ゲート線Ｇ
１Ｂの駆動タイミングに同期させて、偶数ラインの極性に対応した電位を供給する。
【００７１】
　本変形例のように、一画面内において水平ライン毎に極性を反転させるライン反転駆動
を用いてもよく、このような場合であっても、上記実施の形態と同等の効果を得ることが
できる。また、ライン反転駆動は、上記変形例１のように偶数ラインと奇数ラインに対応
して一時容量線Ｃｓ２Ａ，Ｃｓ２Ｂを設ける場合に限らず、ゲート線Ｇ１Ａ，Ｇ１Ｂを設
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けることによっても実現できる。
【００７２】
＜変形例３＞
　図１７は、変形例３に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線
および容量線の接続構成を表すものである。
【００７３】
　変形例３の液晶表示装置では、液晶表示パネル２において、各画素２０が、上記実施の
形態と同様、ゲート線Ｇ１，Ｇ２、データ線Ｄ、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線（Ｃ
ｓ２Ｃ，Ｃｓ２Ｄ）に接続されている。ゲート線Ｇ１は全画素２０間で共通の配線となっ
ており、ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられている。但し、本変形例では、水平ライ
ンおよび垂直ラインにおいて、それぞれ隣り合う画素２０間で、互いに異なる一時容量線
Ｃｓ２Ｃ，Ｃｓ２Ｄに接続されている。
【００７４】
　このような構成により、本変形例では、水平および垂直ラインの各方向において隣り合
う画素２０同士の間で極性を反転させる、いわゆるドット反転駆動を行う。即ち、上記実
施の形態と同様にして、画像表示期間Ｔ１において、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線
Ｃｓ２Ｃ，Ｃｓ２Ｄを電位Ｖcomに保ったまま、一時容量素子２２Ｂへデータ線Ｄを介し
て映像電圧Ｖ２ａを線順次で供給する。但し、本変形例では、データ線Ｄを介して供給す
る映像電圧Ｖ２ａはそれぞれ、その極性が画素毎に反転されている。また、ブランキング
期間Ｔｂでは、全画面において一括転送を行うが、この際、各画素２０の極性に対応する
ように、一時容量線Ｃｓ２Ｃ，Ｃｓ２Ｄにそれぞれ互いに異なる電位を供給する。
【００７５】
　本変形例のように、一画面内において画素毎に極性を反転させるドット反転駆動を用い
てもよく、このような場合であっても、上記実施の形態と同等の効果を得ることができる
。
【００７６】
＜変形例４＞
　図１８は、変形例４に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線
および容量線の接続構成を表すものである。
【００７７】
　変形例４の液晶表示装置では、液晶表示パネル２において、各画素２０が、上記実施の
形態と同様、ゲート線（Ｇ１Ｃ，Ｇ１Ｄ，Ｇ２）、データ線Ｄ、補助容量線Ｃｓ１および
一時容量線Ｃｓ２に接続されている。ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられ、一時容量
線Ｃｓ２は、全画素２０に共通の配線となっている。但し、本変形例では、水平ラインお
よび垂直ラインにおいて、それぞれ隣り合う画素２０間で、互いに異なるゲート線Ｇ１Ｃ
，Ｇ１Ｄに接続されている。
【００７８】
　このような構成により、本変形例では、水平および垂直ラインの各方向において隣り合
う画素２０同士の間で極性を反転させる、いわゆるドット反転駆動を行う。即ち、上記実
施の形態と同様にして、画像表示期間Ｔ１において、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線
Ｃｓ２を電位Ｖcomに保ったまま、一時容量素子２２Ｂへデータ線Ｄを介して映像電圧Ｖ
２ａを線順次で供給する。また、上記変形例３と同様、データ線Ｄを介して供給する映像
電圧Ｖ２ａはそれぞれ、その極性が画素毎に反転されている。
【００７９】
　但し、本変形例では、画像表示期間Ｔ１後のブランキング期間Ｔｂにおいて、まずゲー
トラインＧ１Ｃに接続された画素２０において一括転送した後、ゲートラインＧ１Ｄに接
続された画素２０において一括転送する。すなわち、ブランキング期間Ｔｂにおいて、隣
り合う画素２０毎に時分割で一括駆動を行う。この際、一時容量線Ｃｓ２には、ゲート線
Ｇ１Ｃの駆動タイミングに同期させて、その駆動画素の極性（例えば、＋）に対応した電
位を供給した後、ゲート線Ｇ１Ｄの駆動タイミングに同期させて、その駆動画素の極性（
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例えば、－）に対応した電位を供給する。
【００８０】
　本変形例のように、一画面内において画素毎に極性を反転させるドット反転駆動を用い
てもよく、このような場合であっても、上記実施の形態と同等の効果を得ることができる
。また、ドット反転駆動は、上記変形例３のように一時容量線Ｃｓ２Ｃ，Ｃｓ２Ｄを設け
る場合に限らず、ゲート線Ｇ１Ｃ，Ｇ１Ｄを設けることによっても実現できる。
【００８１】
＜変形例５＞
　図１９は、変形例５に係る液晶表示装置における各種ドライバと、ゲート線、データ線
および容量線の接続構成を表すものである。
【００８２】
　変形例５の液晶表示装置では、液晶表示パネル２において、各画素２０が、上記実施の
形態と同様、ゲート線Ｇ１，Ｇ２、データ線Ｄ、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線（Ｃ
ｓ２Ｅ，Ｃｓ２Ｆ）に接続されている。ゲート線Ｇ１は全画素２０間で共通の配線となっ
ており、ゲート線Ｇ２は水平ライン毎に設けられている。但し、本変形例では、垂直ライ
ンのうち偶数ラインの画素２０には、偶数ライン間で共通化された一時容量線Ｃｓ２Ｅが
接続され、奇数ラインの画素２０には、奇数ライン間で共通化された一時容量線Ｃｓ２Ｆ
が接続されている。これらの一時容量線Ｃｓ２Ｅ，Ｃｓ２Ｆは、Ｃｓラインドライバ５３
からそれぞれ供給される駆動信号に応じて、互いに異なる電位を供給可能である。
【００８３】
　このような構成により、本変形例では、隣り合う垂直ライン毎に極性を反転させる、い
わゆるライン反転駆動を行う。即ち、上記実施の形態と同様にして、画像表示期間Ｔ１に
おいて、補助容量線Ｃｓ１および一時容量線Ｃｓ２Ｅ，Ｃｓ２Ｆを電位Ｖcomに保ったま
ま、一時容量素子２２Ｂへデータ線Ｄを介して映像電圧Ｖ２ａを線順次で供給する。
【００８４】
　但し、本変形例では、データ線Ｄを介して供給する映像電圧Ｖ２ａはそれぞれ、その極
性が１垂直ライン毎に反転されている。また、画像表示期間Ｔ１の後のブランキング期間
Ｔｂでは、画素２０毎に一時容量素子２２Ｂに保持された映像電圧Ｖ２ａをそれぞれ、補
助容量素子２２Ａおよび液晶素子ＬＣに全画面一括して転送する。転送時には、各垂直ラ
インの極性に対応するように、一時容量線Ｃｓ２Ｅ，Ｃｓ２Ｆにそれぞれ互いに異なる電
位を供給する。
【００８５】
　本変形例のように、一画面内において垂直ライン毎に極性を反転させるライン反転駆動
を用いてもよく、このような場合であっても、上記実施の形態と同等の効果を得ることが
できる。なお、このような垂直ライン毎に極性反転を行うライン反転駆動は、上記変形例
２，４のように、ゲート線Ｇ１として垂直ライン毎に２種類のゲート線（図示せず）を設
けて実現することが可能である。
【００８６】
　以上、実施の形態および変形例を挙げて本発明を説明したが、本発明はこれらの実施の
形態等に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。例えば、上記実施の形態等
では、フィールド反転、ライン反転およびドット反転による極性反転駆動を行う場合を例
に挙げて説明したが、本発明は、これに限定されず、極性反転駆動を行わない場合にも適
用可能である。
【符号の説明】
【００８７】
　１…液晶表示装置、２…液晶表示パネル、２０…画素、２１Ａ，２１Ｂ…ＴＦＴ素子、
２２Ａ…補助容量素子、２２Ｂ…一時容量素子、ＬＣ…液晶素子、３…バックライト部、
４１…画像処理部、５１…データドライバ、５２…ゲートドライバ、５３…Ｃｓラインド
ライバ、６１…タイミング制御部、６２…バックライト駆動部、Ｄin，Ｄ１…映像信号、
Ｇ１，Ｇ１Ａ，Ｇ１Ｂ，Ｇ２…ゲート線、Ｄ…データ線。
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